
議

案

第

四

十

四

号

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

十

九

年

六

月

十

四

日

提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。第

五

十

一

条

中

「

三

千

六

十

四

円

」

を

「

三

千

二

百

九

十

八

円

」

に

改

め

る

。

附

則

第

六

条

の

二

第

一

項

を

削

り

、

同

条

第

二

項

中

「

平

成

十

八

年

七

月

一

日

以

後

に

売

渡

し

等

が

行

わ

れ

た

」

及

び

「

及

び

前

項

」

を

削

り

、

同

項

を

同

条

第

一

項

と

し

、

同

条

第

三

項

を

同

条

第

二

項

と

す

る

。附

則

第

十

一

条

第

三

項

中

「

第

三

十

六

条

の

五

か

ら

第

三

十

七

条

ま

で

」

を

「

第

三

十

六

条

の

五

、

第

三

十

七

条

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

三

条

の

二

第

一

項

中

「

証

券

取

引

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

二

十

五

号

）

第

二

条

第

二

十

項

に

規

定

す

る

有

価

証

券

先

物

取

引

」

を

「

金

融

商

品

取

引

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

二

十

五

号

）

第

二

十

八

条

第

八

項

第

三

号

イ

に

掲

げ

る

取

引

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

三

条

の

三

中

「

平

成

二

十

年

度

」

を

「

平

成

二

十

一

年

度

」

に

改

め

る

。



附

則

第

十

四

条

第

七

項

中

「

平

成

十

九

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

平

成

二

十

一

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。

附

則

第

十

四

条

の

四

第

三

項

中

「

平

成

二

十

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

平

成

二

十

一

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

保

険

料

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

五

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

つ

た

又

は

控

除

さ

れ

る

保

険

料

（

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

五

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

保

険

料

を

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

法

第

三

百

十

四

条

の

二

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

社

会

保

険

料

と

み

な

し

て

、

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

２

第

二

十

四

条

第

四

項

の

規

定

は

、

前

項

の

納

税

義

務

者

（

同

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

有

す

る

者

を

除

く

。

）

が

前

項

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

り

社

会

保

険

料

控

除

額

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

条

第

四

項

中

「

医

療

費

控

除

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

医

療

費

控

除

額

、

社

会

保

険

料

控

除

額

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

附

則

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。

一

附

則

第

十

一

条

第

三

項

の

改

正

規

定

平

成

二

十

年

四

月

一

日

二

附

則

第

十

三

条

の

二

第

一

項

の

改

正

規

定

証

券

取

引

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

十

八

年

法

律

第

六

十

五

号

）

の

施

行

の

日



第

二

条

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

杉

並

区

特

別

区

税

条

例

附

則

第

十

四

条

の

五

第

一

項

の

規

定

は

、

同

項

に

規

定

す

る

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

平

成

十

九

年

四

月

一

日

以

後

に

支

払

う

又

は

控

除

さ

れ

る

同

項

に

規

定

す

る

保

険

料

に

つ

い

て

適

用

す

る

。

（

提

案

理

由

）

上

場

株

式

等

を

譲

渡

し

た

場

合

の

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

例

の

適

用

期

限

を

延

長

す

る

等

の

必

要

が

あ

る

。
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杉

並

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

新

条

例

旧

条

例

（

た

ば

こ

税

の

税

率

）

（

た

ば

こ

税

の

税

率

）

第

五

十

一

条

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

千

本

に

つ

き

第

五

十

一

条

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

千

本

に

つ

き

三

千

二

百

九

十

八

円

と

す

る

。

三

千

六

十

四

円

と

す

る

。

附

則

附

則

（

た

ば

こ

税

の

税

率

の

特

例

）

（

た

ば

こ

税

の

税

率

の

特

例

）

第

六

条

の

二

第

六

条

の

二

平

成

十

八

年

七

月

一

日

以

後

に

第

四

十

八

条

第

一

項

の

売

渡

し

又

は

同

条

第

二

項

の

売

渡

し

若

し

く

は

消

費

等

（

次

項

に

お

い

て

「

売

渡

し

等

」

と

い

う

。

）

が

行

わ

れ

た

製

造

た

ば

こ

に

係

る

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

第

五

十

一

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

分

の

間

、

千

本

に

つ

き

三

千

二

百

九

十

八

円

と

す

る

。

２

平

成

十

八

年

七

月

一

日

以

後

に

売

渡

し

等

が

行

た

ば

こ

事

業

法

附

則

第

二

条

の

規

定

に

よ

わ

れ

た

た

ば

こ

事

業

法

附

則

第

二

条

の

規

定

に

よ

る

廃

止

前

の

製

造

た

ば

こ

定

価

法

（

昭

和

四

十

年

る

廃

止

前

の

製

造

た

ば

こ

定

価

法

（

昭

和

四

十

年

法

律

第

百

二

十

二

号

）

第

一

条

第

一

項

に

規

定

す

法

律

第

百

二

十

二

号

）

第

一

条

第

一

項

に

規

定

す

資 料 １
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る

紙

巻

た

ば

こ

三

級

品

の

当

該

廃

止

の

時

に

お

け

る

紙

巻

た

ば

こ

三

級

品

の

当

該

廃

止

の

時

に

お

け

る

品

目

と

同

一

で

あ

る

喫

煙

用

の

紙

巻

た

ば

こ

に

る

品

目

と

同

一

で

あ

る

喫

煙

用

の

紙

巻

た

ば

こ

に

係

る

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

第

五

十

一

条

係

る

た

ば

こ

税

の

税

率

は

、

第

五

十

一

条

及

び

前

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

分

の

間

、

千

本

に

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

分

の

間

、

千

本

に

つ

き

千

五

百

六

十

四

円

と

す

る

。

つ

き

千

五

百

六

十

四

円

と

す

る

。

２

略

３

略

（

優

良

住

宅

地

の

造

成

等

の

た

め

に

土

地

等

を

譲

渡

（

優

良

住

宅

地

の

造

成

等

の

た

め

に

土

地

等

を

譲

渡

し

た

場

合

の

長

期

譲

渡

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

し

た

場

合

の

長

期

譲

渡

所

得

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

の

特

例

）

第

十

一

条

略

第

十

一

条

略

２

略

２

略

３

第

一

項

（

前

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

３

第

一

項

（

前

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

場

合

に

お

い

て

、

所

得

割

の

納

税

義

務

む

。

）

の

場

合

に

お

い

て

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

そ

の

有

す

る

土

地

等

に

つ

き

、

租

税

特

別

者

が

、

そ

の

有

す

る

土

地

等

に

つ

き

、

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

三

条

か

ら

第

三

十

三

条

の

四

ま

措

置

法

第

三

十

三

条

か

ら

第

三

十

三

条

の

四

ま

で

、

第

三

十

四

条

か

ら

第

三

十

五

条

ま

で

、

第

三

で

、

第

三

十

四

条

か

ら

第

三

十

五

条

ま

で

、

第

三

十

六

条

の

二

、

第

三

十

六

条

の

五

、

第

三

十

七

条

十

六

条

の

二

、

第

三

十

六

条

の

五

か

ら

第

三

十

七

、

第

三

十

七

条

の

四

か

ら

第

三

十

七

条

の

条

ま

で

、

第

三

十

七

条

の

四

か

ら

第

三

十

七

条

の

七

ま

で

又

は

第

三

十

七

条

の

九

の

二

か

ら

第

三

十

七

ま

で

又

は

第

三

十

七

条

の

九

の

二

か

ら

第

三

十

七

条

の

九

の

四

ま

で

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

と

七

条

の

九

の

四

ま

で

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

と
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き

は

、

当

該

土

地

等

の

譲

渡

は

、

第

一

項

に

規

定

き

は

、

当

該

土

地

等

の

譲

渡

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

優

良

住

宅

地

等

の

た

め

の

譲

渡

又

は

前

項

に

す

る

優

良

住

宅

地

等

の

た

め

の

譲

渡

又

は

前

項

に

規

定

す

る

確

定

優

良

住

宅

地

等

予

定

地

の

た

め

の

規

定

す

る

確

定

優

良

住

宅

地

等

予

定

地

の

た

め

の

譲

渡

に

該

当

し

な

い

も

の

と

み

な

す

。

譲

渡

に

該

当

し

な

い

も

の

と

み

な

す

。

（

特

定

管

理

株

式

が

価

値

を

失

つ

た

場

合

の

株

式

等

（

特

定

管

理

株

式

が

価

値

を

失

つ

た

場

合

の

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

例

）

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

例

）

第

十

三

条

の

二

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

第

十

三

条

の

二

区

民

税

の

所

得

割

の

納

税

義

務

者

に

つ

い

て

、

そ

の

有

す

る

租

税

特

別

措

置

法

第

三

に

つ

い

て

、

そ

の

有

す

る

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

特

定

管

理

十

七

条

の

十

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

特

定

管

理

株

式

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

特

定

株

式

（

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

特

定

管

理

株

式

」

と

い

う

。

）

が

株

式

と

し

て

の

価

値

管

理

株

式

」

と

い

う

。

）

が

株

式

と

し

て

の

価

値

を

失

つ

た

こ

と

に

よ

る

損

失

が

生

じ

た

場

合

と

し

を

失

つ

た

こ

と

に

よ

る

損

失

が

生

じ

た

場

合

と

し

て

同

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

実

が

発

生

し

た

て

同

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

実

が

発

生

し

た

と

き

は

、

当

該

事

実

が

発

生

し

た

こ

と

は

当

該

特

と

き

は

、

当

該

事

実

が

発

生

し

た

こ

と

は

当

該

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

（

金

融

商

品

取

引

法

（

昭

和

定

管

理

株

式

の

譲

渡

（

証

券

取

引

法

（

昭

和

二

十

二

十

三

年

法

律

第

二

十

五

号

）

第

二

十

八

条

第

八

三

年

法

律

第

二

十

五

号

）

第

二

条

第

二

十

項

に

規

項

第

三

号

イ

に

掲

げ

る

取

引

の

方

法

に

よ

り

行

う

定

す

る

有

価

証

券

先

物

取

引

の

方

法

に

よ

り

行

う

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

し

た

こ

と

と

、

当

該

損

失

の

金

額

と

同

じ

。

）

を

し

た

こ

と

と

、

当

該

損

失

の

金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

二

第

五

項

で

定

め

る

金

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

二

第

五

項

で

定

め

る

金

資 料 １
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額

は

当

該

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

を

し

た

こ

と

に

額

は

当

該

特

定

管

理

株

式

の

譲

渡

を

し

た

こ

と

に

よ

り

生

じ

た

損

失

の

金

額

と

そ

れ

ぞ

れ

み

な

し

よ

り

生

じ

た

損

失

の

金

額

と

そ

れ

ぞ

れ

み

な

し

て

、

こ

の

条

及

び

前

条

の

規

定

そ

の

他

の

こ

の

条

て

、

こ

の

条

及

び

前

条

の

規

定

そ

の

他

の

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

２

及

び

３

略

２

及

び

３

略

（

上

場

株

式

等

を

譲

渡

し

た

場

合

の

株

式

等

に

係

る

（

上

場

株

式

等

を

譲

渡

し

た

場

合

の

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

譲

渡

所

得

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

三

条

の

三

平

成

十

六

年

度

か

ら

平

成

二

十

一

第

十

三

条

の

三

平

成

十

六

年

度

か

ら

平

成

二

十

年

年

度

ま

で

の

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

り

、

所

得

度

ま

で

の

各

年

度

分

の

区

民

税

に

限

り

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

中

に

租

税

特

別

措

置

法

第

三

十

七

条

の

十

一

第

一

項

に

規

定

す

る

事

業

所

第

三

十

七

条

の

十

一

第

一

項

に

規

定

す

る

事

業

所

得

、

譲

渡

所

得

又

は

雑

所

得

を

有

す

る

場

合

に

得

、

譲

渡

所

得

又

は

雑

所

得

を

有

す

る

場

合

に

は

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

株

式

は

、

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

の

う

ち

当

該

事

業

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

の

う

ち

当

該

事

業

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

及

び

雑

所

得

の

所

得

の

金

額

、

譲

渡

所

得

の

金

額

及

び

雑

所

得

の

金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

三

第

五

項

か

ら

金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

三

第

五

項

か

ら

第

七

項

ま

で

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

第

七

項

ま

で

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

金

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

金

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

て

課

す

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

附

則

第

十

て

課

す

る

区

民

税

の

所

得

割

の

額

は

、

附

則

第

十
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三

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

上

場

株

式

三

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

上

場

株

式

等

に

係

る

課

税

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

上

場

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

同

条

第

二

項

第

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

（

同

条

第

二

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

一

号

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

を

い

う

。

）

の

百

分

の

一

・

八

に

相

当

す

る

額

）

を

い

う

。

）

の

百

分

の

一

・

八

に

相

当

す

る

額

と

す

る

。

額

と

す

る

。

（

特

定

中

小

会

社

が

発

行

し

た

株

式

に

係

る

譲

渡

損

（

特

定

中

小

会

社

が

発

行

し

た

株

式

に

係

る

譲

渡

損

失

の

繰

越

控

除

等

及

び

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

失

の

繰

越

控

除

等

及

び

譲

渡

所

得

等

の

課

税

の

特

例

）

例

）

第

十

四

条

略

第

十

四

条

略

２

～

６

略

２

～

６

略

７

特

定

株

式

を

平

成

十

二

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

７

特

定

株

式

を

平

成

十

二

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

二

十

一

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

払

込

み

に

十

九

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

払

込

み

に

よ

り

取

得

を

し

た

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

当

よ

り

取

得

を

し

た

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

、

当

該

払

込

み

に

よ

り

取

得

を

し

た

特

定

株

式

の

譲

渡

該

払

込

み

に

よ

り

取

得

を

し

た

特

定

株

式

の

譲

渡

（

法

附

則

第

三

十

五

条

の

三

第

八

項

各

号

に

掲

げ

（

法

附

則

第

三

十

五

条

の

三

第

八

項

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

譲

渡

る

場

合

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

譲

渡

に

該

当

す

る

も

の

で

あ

つ

て

、

そ

の

譲

渡

の

日

に

に

該

当

す

る

も

の

で

あ

つ

て

、

そ

の

譲

渡

の

日

に

お

い

て

当

該

特

定

株

式

を

そ

の

取

得

を

し

た

日

の

お

い

て

当

該

特

定

株

式

を

そ

の

取

得

を

し

た

日

の

資 料 １
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翌

日

か

ら

引

き

続

き

所

有

し

て

い

た

期

間

と

し

て

翌

日

か

ら

引

き

続

き

所

有

し

て

い

た

期

間

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

六

第

三

十

五

項

に

定

め

る

期

令

附

則

第

十

八

条

の

六

第

三

十

五

項

に

定

め

る

期

間

が

三

年

を

超

え

る

場

合

に

限

る

。

）

を

し

た

場

間

が

三

年

を

超

え

る

場

合

に

限

る

。

）

を

し

た

場

合

に

お

け

る

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

合

に

お

け

る

附

則

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

当

該

譲

渡

に

よ

る

同

項

に

規

定

用

に

つ

い

て

は

、

当

該

譲

渡

に

よ

る

同

項

に

規

定

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

は

、

当

す

る

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

は

、

当

該

特

定

株

式

の

譲

渡

に

よ

る

当

該

株

式

等

に

係

る

該

特

定

株

式

の

譲

渡

に

よ

る

当

該

株

式

等

に

係

る

譲

渡

所

得

等

の

金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

譲

渡

所

得

等

の

金

額

と

し

て

令

附

則

第

十

八

条

の

六

第

三

十

六

項

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

六

第

三

十

六

項

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

計

算

し

た

金

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

金

額

と

す

る

。

た

金

額

の

二

分

の

一

に

相

当

す

る

金

額

と

す

る

。

８

略

８

略

（

条

約

適

用

利

子

等

及

び

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

（

条

約

適

用

利

子

等

及

び

条

約

適

用

配

当

等

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

四

略

第

十

四

条

の

四

略

２

略

２

略

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

３

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

を

受

け

る

べ

き

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

次

項

に

お

い

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

（

次

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

て

「

条

約

適

用

配

当

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

は

適

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

は

適
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用

し

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

条

約

適

用

し

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

条

約

適

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

用

配

当

等

に

つ

い

て

は

、

第

十

六

条

及

び

第

十

九

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

他

の

所

得

と

区

分

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

し

、

そ

の

前

年

中

の

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

十

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

以

下

二

項

に

規

定

す

る

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

こ

の

項

に

お

い

て

「

条

約

適

用

配

当

等

の

額

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

第

い

う

。

）

に

対

し

、

条

約

適

用

配

当

等

の

額

（

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

五

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

ら

れ

た

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

十

八

条

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

は

、

そ

の

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

（

平

成

二

十

一

年

適

用

後

の

金

額

）

に

百

分

の

五

（

平

成

二

十

年

三

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

月

三

十

一

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

三

）

の

税

率

か

ら

限

度

税

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

三

）

の

税

率

か

ら

限

度

税

率

を

控

除

し

て

得

た

率

に

百

分

の

六

十

八

（

同

日

率

を

控

除

し

て

得

た

率

に

百

分

の

六

十

八

（

同

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

三

分

の

二

）

を

乗

じ

て

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

三

分

の

二

）

を

乗

じ

て

得

た

率

（

当

該

納

税

義

務

者

が

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

三

項

の

規

定

の

適

者

が

同

法

第

三

条

の

二

の

二

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

百

分

の

三

・

四

（

同

日

用

を

受

け

る

場

合

に

は

、

百

分

の

三

・

四

（

同

日

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

ま

で

に

支

払

を

受

け

る

べ

き

も

の

に

あ

つ

て

は

、

百

分

の

二

）

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

百

分

の

二

）

の

税

率

）

を

乗

じ

て

計

算

し

た

金

額

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

に

相

当

す

る

区

民

税

の

所

得

割

を

課

す

る

。

資 料 １
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４

～

６

略

４

～

６

略

（

保

険

料

に

係

る

区

民

税

の

課

税

の

特

例

）

第

十

四

条

の

五

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

支

払

つ

た

又

は

控

除

さ

れ

る

保

険

料

（

租

税

条

約

実

施

特

例

法

第

五

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

保

険

料

を

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

法

第

三

百

十

四

条

の

二

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

社

会

保

険

料

と

み

な

し

て

、

こ

の

条

例

の

規

定

を

適

用

す

る

。

２

第

二

十

四

条

第

四

項

の

規

定

は

、

前

項

の

納

税

義

務

者

（

同

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

つ

て

同

条

第

一

項

の

申

告

書

を

提

出

す

る

義

務

を

有

す

る

者

を

除

く

。

）

が

前

項

の

規

定

に

よ

り

適

用

さ

れ

る

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

り

社

会

保

険

料

控

除

額

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

条

第

四

項

中

「

医

療

費

控

除

額

」

と

あ

る

の

は

、

「

医

療

費

控

除

額

、

社

会

保

険

料

控

除

額

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。



 

 

杉並区特別区税条例の主な改正点 

税
目 

改 正 内 容 関係条項 適用関係 

１ 上場株式等を譲渡した場合の株式等に係る譲渡所

得等の課税の特例の適用期限の延長 

 証券取引所に上場されている株式等を譲渡した場合

の当該株式等に係る譲渡所得等に対する税率を 1.8％

とする特例の適用期限を１年延長し、平成 21 年度ま

でとする。 

区税条例 

附則第 13 条

の３ 

地方税法 

附則第 35 条

の２の３ 

       

２ 特定中小会社が発行した株式に係る譲渡所得等の

課税の特例の対象となる特定株式の取得期間の延長

 特定中小会社の特定株式に係る譲渡所得等を２分の

１とする特例について、特例の対象となる特定株式の

取得期間を２年間延長し、平成 21 年３月 31 日までと

する。     

区税条例 

附則第 14 条 

地方税法 

附則第 35 条

の３ 

 

 

       

 

 

 

３ 条約適用配当等に係る課税の特例の適用期限の延

長 

 条約相手国との間で課税上の取扱いの異なる投資事

業組合等の事業体を通じて支払を受けた配当等に対す

る税率の特例の適用期限を１年延長し、平成 21 年３

月 31 日までとする。 

区税条例 

附則第 14 条

の４ 

租税条約実

施特例法 

第３条の２

の２ 

       

特
別
区
民
税 

４ 保険料に係る課税の特例の創設  

 区民税の納税義務者が租税条約の相手国の社会保障

制度の下で支払った保険料について、一定の金額を限

度として、総所得金額等から控除する。 

区税条例 

附則第 14 条

の５ 

租税条約実

施特例法 

第５条の３ 

平成 19 年４月

１日から適用 

 

資 料 ２ 
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